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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

市
の
公
用
封
筒
に
広
告
を
掲

載
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
有
料

広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

長
形
３
号
公
用
封
筒
（
主
に
市
役　

　
所
の
各
課
か
ら
市
民
、
関
係
機　

　
関
等
へ
の
文
書
送
付
用
）

募
集
期
間　
12
月
22
日
㈫
ま
で（
必

　
着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

②
募
集
枠
数　
５
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

　
お
お
む
ね
縦
30
㎜
×
横
85
㎜

④
刷
色　
単
色
（
黒
）

⑤
印
刷
枚
数　
３
０
、
０
０
０
枚

⑥
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

３
０
、
０
０
０
円

⑦
掲
載
期
間　
印
刷
後
、
市
が
使　

　
用
を
終
え
る
ま
で
の
期
間
で
、

　
２
月
頃
か
ら
約
４
か
月

申
込　
次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直　

　
接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

　
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

　
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー　

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も　

　
の
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書
（
申

　
込
者
が
市
外
の
場
合
）

④
申
込
者
の
業
務
内
容
等
が
わ
か

　
る
書
類

郵
送
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

◯
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

　
よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
本
庄
市
有
料
広
告

事
業
取
扱
要
綱
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
企
画
課
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会

説
明
会
の
会
場
変
更
に
つ
い
て

　
毎
回
、
セ
ル
デ
ィ
で
開
催
し
て

い
る
入
会
説
明
会
を
都
合
に
よ
り

左
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

○
12
月
18
日
㈮
に
限
り
児
玉
公
民　

　
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）
会

　
議
室　
午
前
10
時
～
（
約
１
時

　
間
半
）

＊
ご
不
明
な
点
は
左
記
へ
お
気
軽

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
（
公
社
）
本
庄
市
シ
ル
バ
ー
人

　
材
セ
ン
タ
ー
本
所
☎
�
１
３
５

　
６
・
支
所
☎
�
１
２
５
６

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
見
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
本
庄
市
花
の
会
」
で
は
、
市

内
で
生
産
さ
れ
た
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

な
ど
の
鉢
物
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ

ス
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
最
終
日

に
は
即
売
会
も
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間　
12
月
15
日
㈫
～
21
日

　
㈪

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
最
終

日
は
午
前
11
時
ま
で
。

会
場　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

即
売
会　
12
月
21
日
㈪　
正
午
～

★
農
政
課
☎
�
１
１
７
７

平
成
28  
年
度
本
庄
児
玉
看
護

専
門
学
校
入
学
試
験
を
実
施

○
一
般
選
考
試
験
（
一
次
募
集
）

試
験
日　
１
月
24
日
㈰

試
験
科
目　
現
代
文
・
選
択
科
目

　
（
数
学
Ⅰ
、
生
物
基
礎
、
英
語

　

Ⅰ
か
ら
１
科
目
選
択
）・
小
論

　
文
・
面
接

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
者（
平

　
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
の
人
を

　
含
む
）
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

　
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

　
人

出
願
期
間　
１
月
６
日
㈬
～
15
日

　
㈮
（
必
着
）

※
二
次
募
集
の
実
施
は
未
定
で
す
。

欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
実
施
し
ま

す
。

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記

　
へ

★
本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

　
☎
�
２
０
７
７

検
査
そ
れ
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
「   12
月
１
日
は
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
」
で
す

　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、
エ
イ
ズ

の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者

に
対
す
る
差
別
・
偏
見
を
解
消
す

る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
で
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者・

エ
イ
ズ
患
者
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
１
日
に
換
算
す
る
と
、
４

人
以
上
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い

ま
す
。
主
な
感
染
経
路
は
、
性
行

為
（
セ
ッ
ク
ス
）
に
よ
る
感
染
、

血
液
に
よ
る
感
染
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
汚

染
さ
れ
た
注
射
器
な
ど
の
回
し
打

ち
）、
母
子
感
染
な
ど
で
す
。

　
エ
イ
ズ
は
治
療
薬
の
進
歩
に
よ

り
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を
始
め

れ
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
病
気

に
な
り
ま
し
た
。
自
ら
検
査
を
受

け
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
、
発
症
を
予
防
し
、
他
人

へ
の
感
染
も
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

保
健
所
で
は
、
検
査
を
無
料
・

匿
名
で
受
け
ら
れ
、
感
染
予
防
に

つ
い
て
も
相
談
で
き
ま
す
。

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族

へ
援
護
金
を
給
付
し
ま
す

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等

を
対
象
に
援
護
金
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

対
象　
保
護
者
が
交
通
事
故
に
よ

　
り
死
亡
又
は
重
い
障
害
を
負
っ

　
た
、
18
歳
以
下
の
県
内
在
住
者

※
同
居
世
帯
の
総
所
得
額
が
一
定

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
も
給
付
の

条
件
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
申
請
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

給
付
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き
年

　
額
10
万
円

給
付
時
期　
平
成
28
年
４
月
下
旬

申
請
方
法　
申
請
書
類
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
の
提

　
出
先
へ
郵
送
又
は
直
接
持
参

※
申
請
書
類
は
、危
機
管
理
課（
市

役
所
３
階
）、
総
務
課
（
ア
ス
ピ

ア
こ
だ
ま
内
）、
学
校
な
ど
で
配

布
し
ま
す
。

提
出
先　
〒
３
３
０
―
０
０
６
３

　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―

　
６
―
１
８

　
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
☎

　
０
４
８
―
８
２
２
―
０
１
９
１

提
出
期
限　
１
月
29
日
㈮

★
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎

　
０
４
８
―
８
３
０
―
２
９
５
８

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制

度
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
市

の
助
成
に
よ
り
、
子
宮
頸け

い
が
ん
ワ

ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ

か
を
接
種
し
た
人
の
う
ち
、
接
種

後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医

療
機
関
を
受
診
し
た
人
は
、
接
種

と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
、

医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
具

体
的
な
請
求
方
法
等
に
つ
い
て
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
と
な
る
の
は
、
請
求

し
た
日
か
ら
遡
っ
て
５
年
以
内
に

受
け
た
医
療
に
限
ら
れ
ま
す
。

★
（
独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

　
機
構
☎
０
１
２
０
―
１
４
９
―

　

９
３
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
０
３
―

　
３
５
０
６
―
９
４
１
１（
有
料
）

お
知
ら
せ

合併10周年記念式典を終えて
　去る11月21日、市民文化会館で本庄市合併10周年記
念式典を市当局と市議会の主催により開催いたしまし
た。本市のこれまでの歩みにご尽力いただいた254の
団体・市民の皆さまへの感謝状贈呈、さらに平成27年
度の市政功労者である42の団体・市民の皆さまへの表
彰状贈呈を行いました。また式典に先立ち、市政特別
功労者感謝状を、本市の「市民一人1スポーツ」の推
進にご尽力いただいた日本サッカー協会最高顧問の川
淵三郎氏と、川淵氏の本庄市へのご紹介など、本庄市
と早稲田大学の協働連携にご尽力いただいた早稲田大
学前総長の白井克彦氏に贈呈いたしました。
　それぞれの歴史と文化を積み重ねてきた二つの自治
体が一つになって10年、この間の歩みは合併に至るま
でと同様、決して平たんなものではありませんでした。
　しかし私たち市民は共に知恵を出し合い、お互いを
尊重しつつ団結し、未来へのチャレンジに努めてまい
りました。今日の本庄市があるのは、市民の皆さまが

市の基本理念として掲げる塙保己一先生の遺した
言葉｢世のため、後のため」を胸に、協働のまちづ
くりを着実に進めてきたおかげであります。今回の
記念式典にお招き出来なかった数多くの方々も含め、
合併後のまちづくりにご尽力いただいた全ての皆さ
まに、私は改めて心から感謝を申し上げます。
　まちづくりは、永遠の課題です。内外情勢は厳し
く、超高齢化と人口減少の時代にあって、我が国
がどのように持続可能な社会を創り上げて行くかは、
まさに地域からの挑戦、チャレンジにかかっている
と言えます。地域社会の主人公である市民一人ひと
りが、それぞれの力を発揮して、次世代に胸を張っ
てバトンを渡せる、そんな未来に明るい展望の持て
る本庄市、ひいては日本社会を創るため、私自身、
今後とも本市のまちづくりに魂を込め、皆さまと共
に更なるチャレンジを重ねてまいる決意です。            

                         
               本庄市長


